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2600年 B.P.に発生した泥流であると推定されている (3)。また，こ うした泥流の流下によって，

谷が埋右~されたり，あるいは谷がせき止められて湖が生じたりするといった現象が起きていたの

である問。

段丘堆1漬物は主として子宮川沿いにみられる。高度 40-50m の中位段丘を構成する段丘1劇冒

と高度約 10m の低位段丘を構成するシノレト層および7劇冨がある。喋質堆恋~物は帯水庖として期

待されている(図2-2-27，表2-2-12)。砂丘砂は主として現在の海岸沿いに分布しているが，古砂

丘砂と考えられるものが内陸部にも点在しているく仁賀保町横線付近:海抜高度約 20m，金浦町前

)11:海抜高度約 60m，本tt市琵琶堤周辺.海抜高度約 190m)。

沖積層は，現在の河川沿いの低平地に分布しているもので，泥炭質シノレトおよび粘土からなる

が，海岸近くでは飛砂の混入がある。また，白雪川の中流域では，砂層を挟む砂喋層となってい

る。層厚はあまり大きくないと考えられているが，西目盆地では最大 30mに達する。

(2) 地下水

本荘平野の水利用は現在のと ころほとんど農業用に限られ，その水源として，河川および溜池

などの地表水が利用されている。本地域の地下水の利用は今後の課題である。

農業用水の地下水利用は金浦町においてのみみられる。井戸数は 7本，揚水量は年間 15，000

m
3 (うち，かんがい用は l，OOOm勺，かんがい面積は 1ha ほどである (110 これに対して，子吉川

流域では，地下水の利用はまったく行われていない。子吉川からの取水量は最大 47m
3/sで，か

んがい商積は 1 万 ha である (2) 。また，本荘平野の有効貯水量 1 万 m3 以上 (J)~留池の数は約 180

で，その総貯水量は 1，400方 m3である (2)。

西国層は，層相からみて帯水層となる可能性は最も大きい。しかし， 十分な採水を行うには，

西目地区のような盆地構造が必要である。

鳥海火山噴出物(泥流〉中に，現在，自l噴水を得ている井戸があるが，詳細は不明で ある。泥

流が埋積した化石谷や泥流の間隙などからの採水が期待されるが，分布は複雑であろう 。

段丘堆積物および沖積層のうち段丘T劇百は透水性が大きいが， 十分な瓶養が行われておらす¥

量的には期待できない。むしろ，現河川に関連した砂磯層中の不圧地下水の方に期待がもたれる。

(工藤周一〉
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6.庄内平野

(1) 地形 ・地質
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庄内平野南部には，北流する赤川の東西に低地が発迷し，粘土，砂，礁などからなる庄内層群

が厚く堆積している。赤川中，上流部には，断片的に段丘が発達している。

海岸沿いには幅約 3k111，最高点標高 77mを有する庄内砂丘が発達し，新，古 2つの砂丘に

区分されている。 正内砂丘は，東部と西部にほぼ南北に走る高まりがあり，その聞に凹地が発達

している。

(2) 地下水

A. 鶴岡市街地付近

鶴岡市役所の南東部，赤川 と内

川の聞の井戸資料をもとに，その

ほぼ東西方向の地質断面図を示す

と図 2-2-28(a)のとおりである。

これによると，低地下約 200m 

以内には，Al' A2' A3の3眉の帯

水層と，Co，C!， C2， C3の4層の加

圧層が発達する。また，A3層は，

連続性が必ずしもよくないjJ日圧層

C3層によって，A3-1)冒と A3-2層

に二分される(図2-2-28(b)-(f))。
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図2-2-29 現況揚水状態での漏水量

(単位 mm/d，実線はA，層から A，層
への漏水量，破線はA，層から A，層への
漏水量，鶴岡市，東海大{引による)

c。層は庖厚 10-40m の泥炭を混じえる軟弱な粘土層である。連続性に乏しいところがある。

A1層は，層厚 15-35m の透水性の砂T劇冒(扇状地性堆積物〕で，不圧地下水を含んでいる。透

水量係数 200-500m2/dを示し，とくに，その値は赤川左岸沿いの幅約 1kmの範囲で大きい。

貯留係数は，全域 0.2と算出された。 C1層は，深度 25-30m付近に存在する層厚数 lTIから 10

m の粘土屈または喋混じり粘土層で，連続性はあまりよくない。 このため A1層と C1層直下

の A2屈の地下水の水圧変化に伴う漏水現象を起しやすい。漏水係数は 0.25/d以下で ある。図

2-2-29はCd習を通る漏水量を図化した ものである。 これに よって，赤川左岸沿いでは A1層か

ら A2層へ向かう漏水と，その逆方向の漏水が日量 10-15mmも生じている。 A2層は深度 25

-60m前後に存在する砂礁層である。赤川沿いに厚層になる。被圧帯水層系を構成し，透水量

係数 100-250m
2/d， t1'T留係数 (1.0-2.0)X 10-

3程度と算定されている。 C2層は深度 60-75m 

付近にある厚さ 10-15mの連続性のよい粘土層である。厚さは，全体として赤川扇状地の扇央

部から扇端部に向かつて減ずる傾向が認められる。漏水係数は 0.5-0.01/dである。 A3層は深

度 70m以深に広 く分布する粘土混じり の砂磯層を一括していう。部分的に発達する粘土の蒋届

C3層によって，上位の A3-1層 とA3-2周に区分される。井戸資料に乏し く詳細は不明で あるが

赤川左岸沿いに帯状に透水位のよいところが認められる。透水量係数は 100-250m
2/d，貯留係

数は 2X 10-3 と算出された。

井戸は A1-A3層までを採水対象とし， 多層採水井が多い。揚水試験時の揚水量は 1弁当り

1，100-3，000 m3/dとなっている。 1978年10月の揚水!時・の地下水面は，A1)冒，A2層，A3層中

のものともよく類似している。すなわち，Al層および A2層中の地下水面は，No.5井付近に
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図 2-2-30 赤 川 中流域の流線網

(19i8年11月29，30日，単位 m，鶴岡市，東海大(2)により作図〉

南北約 lkmにわたって標高 10~ 12 m の盆底を有する凹部が生じるほかは，調査地北限で約

10m，.南限で約 24mの等高線がほぼ東西に走る形を呈し，南方でやや地下水面の勾配を増して

いる。 A3層中の地下水面は， No. 5を通ってほぼ東西に伸びる長さ約 1kmの盆状部が生じて

いる。このことを除けば，その地下水面は調査地北部で標高約 10m，南部で約 24mを示して，

Alおよび A2層中のものとその形をほぼ等 しくしている。

B. 赤川扇状地

赤川扇状地は透水性に富む砂礁周によって構成され，同屈は鶴岡市街地の Al層に連続する。

この扇状地砂喋層中には不圧地下水が含まれる。

フド圧地下水は当地域北端部で約 1m，南端の扇頂部で約 6mの深さにあり，地形面勾配がや
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や急であるがp 全体的に地下水面と地形商の形態は類似している。地下水面は，赤川沿いないし

赤川左岸沿いと，青竜寺川下流部右岸から同川上流部左岸に沿って，浅い地下水面のくぼみが発

達する(図 2-2-30)。各くぼみに向かつてそれぞれの両側から地下水が流入し，これらくぼみ部

は帯状の地下水流出区を形成している。また，地下水商の凸部は地下水の流入区となっている。

赤川右岸に発達する段丘構成層中には，赤川沿いとは異なる地下水休が含まれ，段丘面の形状

に調和した地下水面を形成している。

c. 庄内砂丘南部
庄内砂丘の構成砂は 3 いわゆる庄内層群の上位に不整合に重なっている。その基底面は東部で

標高 Om，西部で ー20m以下を示し3 東から西へ緩く傾斜している(図 2-2-31)。同層群上面

には，東西に走る 2本の小谷が認められる。砂丘中には，厚さ数十 cm，極暗褐色の腐植質砂

より古土擦が挟まれる。その上位には，古土壌をわずかに削り，原地形面に平行して重なる厚さ

5-15 cmの粘土層が重なる ことがある。古土撲の上面もしくは粘土層中にはよく炭質物が伴わ

表 2↓ 13 砂丘地下の帯水層係数と採JJく可能量(農林省(3)による〉
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図 2-2-31 庄内砂丘南部の地質構造と地下水商等高線 (農林省(3)による〉

新:新砂丘，古:古砂丘，庄・庄内層群，実線:古砂丘基底

商標高 (m)，点線.不圧地下水商標高(111.)，..印:湧水
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れ，これから 3，550土100年 B.P. (Ga区ー1235)の 14C年代が得られている (4)。以上のことから，

庄内砂丘は新古 2つの砂丘に区分され，古砂丘は少なくとも約 3，500年 B.P.までに，新砂丘は

その後に形成されたと考えられる。

，古砂丘は庄内砂丘の骨格をなし，東部と西部に高まりを有しでほぼ南北に速なっている。 同砂

丘砂は新砂丘の砂に比べてやや黄褐色を呈する。粒径は 0.3-0.4 mm， N fi直は 50前後を示す。

新砂丘は古砂丘のつくる地形を修飾するように重なる。一般に，細喋混じりの粗砂と細砂が互層

する灰色砂よりなり， Nfl直は 10前後である。

地下水は雨砂丘砂中に不圧地下水として含まれる。砂丘砂に挟まれる粘土層は薄く ，かつ連続

性が必ずしもよくないために，両砂丘砂中の地下水は連続しているとみなせる。しかし，局地的

には，上述の粘土居が一定の広がりを示し，新砂丘砂中の不圧地下水は宙水を形成することがあ

る。

なお，いわゆる圧内層群の砂磯居中には，被圧地下水が含まれている。同層群を含めた‘幣水層

係数と揚水可能量を一括して示すと表2-2-13のとおりである。

砂丘砂中の自記地下水位記録と降水量とから，降水量pと地下水位上昇量hの関係を求めると

h=2.56 Pー0.08となり，有効間隙率 39%となる。この値は，揚水試験から求められる値の約 2

f音となっている。

砂丘砂中の地下水は，直径 5-7.5cm，深さ数mの;極ピ管や鉄管かなる管井によって揚水され

ている。 井戸は庄内砂丘中央の凹地部と東端部に密集し， 1975年には赤川以南で 249本を数え

た。地下水は主に砂丘地農業に供されている。

砂丘凹地部の地下水面は東から西へ援斜し，その標高は東部で 18m 以下，西部で 4m以下と

なっている。地下水位は 6月と 10月に最も低く ，12月下旬から 3月上旬までと，梅雨および、秋

雨，台風期に高い。このことは，地下水が降雨，降雪によって直接かつ短時間のうちに酒養され

ることを示 している。

砂丘地下の水文地質構造から，地下水の大量採取に伴って海水を容易に呼び込む可能性がある。

動水位を海水準以下にする採水に際しては，このことに十分留意する必要がある。

なお， 1975年時点の各帯水居中の地下水の Cl'濃度は，新砂丘で 31-35ppm，古砂丘で 28

ppm，いわゆる庄内周群で 75-425ppmであった。

(中馬教允〉
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7. 北 上盆地

(1) 地形 ・地質

北上金地は岩手県の中央部を北から南へ流下する北上川沿いに形成されている。


